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エタレムさん（32歳）

 4人の子ども

 時間があるときは川に行って水をくん
でいるが、時間がないときは近くの池
で水をくんでいる。しかし池は、動物
たちが飲んだり、排泄したりするので
不衛生。

 水くみに忙しいので、子供たちのため
に時間をかけて食事を用意することも
難しい。

 妊娠6か月。お医者さんも休むように、
というけれど、休んだら水くみに行く
人がいない。
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ラーダさん・ニーシャさん母娘

 線路の近くにある草むらに排泄に行って
いる。

 悪臭があり不衛生なので、戻ってきたら
体を洗っている。

 トイレに頻繁にいけないので、なるべく
食べないようにしている。慣れてきて今
は1日1回しかトイレに行かなくなった。

 娘のニーシャは若いので、トイレに行く
のにさまざまな困難がある。

 6か月前、茂みに男性が隠れていて、ニー
シャさんが襲われた。ニーシャンさんは
大声で叫んで助かった。

 ラーダさんは無我夢中でニーシャさんを
助けに走った。

ラーダさん・ニーシャさん母娘（インド）
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ビジョン：すべての人が安全な水と衛生に
アクセスできる世界

Everyone Everywhere by 2030
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【活動国】31か国

【支援国】6か国
（イギリス、アメリカ、ほか）

【職員数】約1000人

【設立】1981年

【年間総収入・総支出】 約150億円

【会長】チャールズ英国皇太子

WaterAid 
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WaterAid Japan

【団体名】特定非営利活動法人
ウォーターエイドジャパン

【設立日】2013年2月15日

Who we are

「フィランソロペディア（Philanthropedia）」
水・衛生部門1位受賞
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Where we work
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給水設備の設置：現地パートナー・住民と一緒に
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現地に適した低コストの「水」の技術

現地の人たちから「ロープポンプおじさん」とし
て親しまれているマーティン・ウエドラオゴさ
ん。

「ここにあるもので、2人がかりで簡単に作れる
んだ」と話します。
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住民が自分たちでトイレを作る

住民参加型のワークショップを行い、
住民たち自身が、トイレの大切さに気がつく
ようにしています。
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住民が自分たちでトイレを作る

大工仕事ができる住民を対象に、「トイレ」
の作り方をトレーニングし、その住民たちが
トイレ部品を作って販売するようになりま
す。
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設備・しくみの維持管理

若者・女性が井戸修理の技術を身に付け修理
工に。今ではこの女性たちが「先生」になっ
て、新しい修理工を育成しています。



14

修理道具・部品の流通

修理するための道具や部品がないことによっ
て、給水設備・衛生設備が壊れたまま放置さ
れることがあります。
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Everyone Everywhere by 2030 を実現するために

District 
Wide 

Approach

Integration
（他分野
との）
統合

Equity and 
Inclusion
衡平と
包摂

「モデル」となる、ある県・郡において、水・衛生の
ユニバーサルアクセスを阻害している要因を分析し、
水・衛生プロジェクトおよびアドボカシーによって、
その要因を取り除く。

安全な水・衛生は、SDGsの他のゴール（保健、教育、
栄養等）の達成にも重要であることを発信し、途上国
の保健、教育、栄養などに関する政策やプロジェクト
に、水・衛生が含まれることを目指す。

途上国の貧困層の20%を占めるとされる障害者など、社
会的に排除されがちな人々が利用できる給水・衛生設
備を設置すること、その方法の普及に注力している。



Integration
統合
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エチオピア：水・衛生と食料不足、気候変動に対応するプロジェクト

水・衛生のア
クセスがない

雨水に頼る
農業

干ばつで

農作物×

森林伐採し
て薪を売る

水資源不足

土壌荒廃

貧困

水・
衛生

食料

環境

District 
Wide 

Approach
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井戸ベチバー草を植える

果物の栽培

エチオピア：水・衛生と食料不足、気候変動に対応するプロジェクト

水・
衛生

食料

環境

• 給水設備の設置、トイレ設置の促進に
よって水・衛生のアクセスを改善

• 農作物の種類を増やしたり、有機肥料
等農業に関するトレーニングを実施

• 環境（特に森林と水資源保全）に関す
るワークショップを実施

アドボカシー
・リサーチ
・政府との対話
・メディア・議員等
への働きかけ
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タンザニア： 保健医療施設の水・衛生

【調査・アドボカシー】ザンジバルの産科病棟調査

 水：すべての医療施設に給水インフラはあるが、46%が故障中。
7つの妊婦用病棟の水から便による汚染が検出された。

 衛生設備：75%の医療施設に使用可能な衛生設備なし
 衛生習慣：50%の医療施設のみ、常時石けんによる手洗いが可能

⇒この調査をもとに、ザンジバル保健省による産科病棟と水・衛生に関する
計画策定を支援

【水・衛生プロジェクト】キオンボイ病院 ⇒成果をアドボカシーに活用

トイレ棟の建設新しく設置された給水設備

Integration
統合
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マダガスカル：障害者が利用できる給水設備・トイレ

障害者支援団体と協力し、障害者が利用可能な給水設備・トイ
レの設計方法を紹介するマニュアルを作成、現地パートナー団
体が活用できるようにした。

マニュアルの作成過程で障害者が設備を点検し、「給水設備に
向かうスロープの傾斜がきつい」、「車椅子でトイレに入ると
スペースが狭く、身動きが取れない」など細やかなニーズに対
応するよう配慮した。

Equity and 
inclusion
衡平と
包摂

給水設備
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ラーダさん・ニーシャさん母娘（インド）



22ありがとうございました


